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近年の企業情報システムは、マルチベンダー

のサーバやクライアント、ネットワークが混在

し、ますます高度化・複雑化しています。こう

したITシステムの運用管理が企業の大きな

負担となる中で、それらの運用管理業務を

アウトソーシングし、稼働率とサービス品質の

向上、TCO（Total Cost of Ownership）削減

を実現するITマネジメントサービスが注目さ

れています。このITマネジメントサービスを体系

化し、高品質で高信頼な監視・運用サービス

を「JP1」の活用によって実現しているのが

DENSAです。

「高度な技術力と45年にもおよぶ運用・保守

サービスの実績をベースに、お客さまシステム

の安定稼働とダウンタイム低減のため、より付

加価値の高いサービスを提供していくのが

DENSAのミッションです。そのため私たちは

ITIL®(IT Infrastructure Library)という言葉

が注目される以前から、ITサービスの可視化

と品質向上に取り組み、2001年から日立との

共同開発で、ITIL®のプロセスや機能を組み

込んだITマネジメントサービスの提供を開始

しました」と語るのは、マネジメントサービス事

業部システムマネジメントサービス部担当部長

の中間光久氏。

同サービスとその実行に携わるDENSA

は、2005年3月に英国認定機関であるitSMF

から、ITサービスベンダーとしては国内初と

なるBS15000（現ISO20000）の認証を取得。

ITIL®適用ノウハウを活かした運用プロセス

による障害発生時の強力な統制管理や復旧

支援は、すでに多くの顧客企業から高い評

価を得ています。

「ITマネジメントサービスが提供する監視・

運用サービスには、大きく２つの形態があり

ます。１つは、幅広い業種のお客さまシステム

を対象に、当社がパッケージ化したメニュー

を中心に、24時間365日リモート＆オンサイト

で監視・運用を提供するサービス。もう１つが、

より大規模でミッションクリティカルなシステム

を対象に、お客さまの業態やニーズに合わ

せた監視・運用メニューをオーダーメイドで

設計・構築するサービスです。特に後者は、

JP1を適用した柔軟で高品質な監視・運用

サービスとして提供しています」と、マネジメント

サービス事業部 システムマネジメントサービス

部 マネジメントサービス開発グループ主任技

師の志田勝義氏は説明します。

例えば、銀行や証券などの金融系では、厳

しいセキュリティポリシーにより、監視システム

との間にネットワークを介在させるのが困難

になってきています。そこで、顧客のセキュ

リティポリシーに合わせた柔軟な監視・運用

ソリューションを設計・構築できるITマネジ

メントサービスへの需要が高まっているのです。

同ソリューションを、国内最高レベルのファシ

リティを誇る横浜・磯子のiDC（システムプラザ

磯子）内で集中管理しているのが、日立アウト

ソーシングサービスの一翼を担う「日立統合管

制センタ」です。同センタがオペレーションする

ITマネジメントサービスの特長を、ソリューション

サービスオペレーションセンタセンタ長の青井

研一氏は、次のように語ります。「一言で言え

ば、お客さまのネットワーク内にJP1監視サーバ

を個別に設置し、その障害検知のビュワーを

統合管制センタに開設していただくイメージで

す。お客さまのJP1監視サーバをiDC内に設置

するハウジングサービスも承りますが、双方とも

監視部分では他のお客さまとの共通インフラ

を使わず、1社ごとに独立しており、当社センタ

との通信もプロトコル変換によってセキュアに

保たれているため、データクラッキングのおそ

れやウィルス感染の心配がない点などが大き

な特長となっています」

JP1を適用した高品質・高信頼な
システム監視・運用サービスを提供

ITシステムの稼働状況やサービスレベルが、ビジネスに大きな影響を与える時代となっています。このような中で、

一段と高度化・複雑化するシステムの運用管理における品質向上は重要な課題となっています。そこで、ITシステム

の統合サポートサービスを手がける日立電子サービス株式会社（以下、DENSA）では、日立の統合システム運用

管理「JP1」を適用したITマネジメントサービスを提供。お客さまのミッションクリティカルなシステムの障害監視

と迅速な復旧支援により、お客さまビジネスの価値向上を支援しています。

日立電子サービス株式会社
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ITサービスベンダーとしては
国内初のBS15000を取得

監視・運用システムを
オーダーメイドで構築 高度なセキュリティを保ったまま、

リアルタイムな監視を実現

日立統合管制センタ。大規模地震に耐える耐震設備、非常用発電設備、強固な入退室管理など業界最高水準の
ファシリティを備えたシステムプラザ磯子に設置されています。
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統合管理製品（統合コンソール）JP1/

Integrated Manager（JP1/IM）や、ネットワーク

管理基盤JP1/Cm2/Network Node Manager

（JP1/Cm2/NNM）といったJP1コンポーネント

を適用した監視対象は、金融、公共のお客さ

まを中心に、現在全国で34ユーザー、総ノード

数約6,000にものぼります。万一それらのシス

テムでトラブルが発生した場合には、JP1から

の通報コマンドが統合管制センタへ即時に送

られ、アラーム、パトランプの点滅とともに大

型モニターへ自動表示。その後は経験豊か

なDENSAのスタッフが、お客さまのJP1監視

サーバを操作し、障害の確認・切り分けを実

施。さらに、担当SEや全国320か所に広がる

DENSAの保守サービス拠点、各ベンダーや

通信キャリアなどへのエスカレーションを、あら

かじめ決められたプロセスに従って迅速、確

実に実行していきます（図）。

これによりお客さまは、システム管理の負担

を軽減し、本来のコアビジネスに専念しながら、

システムのダウンタイムを最小化できる運用環

境を適正コストで構築することができるのです。

JP1には、さまざまな監視要件を満たす幅

広い機能コンポーネントが用意されています。

例えば、JP1/Cm2/NNMをはじめとするネット

ワーク管理製品群では、監視対象サーバや

ネットワーク機器のノード、リソース、プロセス

の状態を定期的に監視。定型業務の自動化

を実現するジョブ管理製品JP1/Automatic

Job Management System 2（JP1/AJS2）で実

行されるジョブの状態をも監視することが可

能です。それらをシームレスに連携しながら、

各コンポーネントから得られる情報を集中管

理できるため、サービス品質を安定的に保ち

ながら、運用管理者の負担を大幅に軽減す

ることが可能です。お客さま企業の監視シス

テム設計からセンタ・オペレーションまでを取

りまとめるソリューションサービスオペレーション

センタ技師の小山 聡氏も、「JP1は、お客さ

まのさまざまな要件に見合った監視システム

を、柔軟かつスケーラブルに設計できるのが

大きなメリットです。また、JP1の機能や実績

に対する信頼性の高さも、ソリューションの提

案時には大きな訴求力となっています」と高

く評価します。

国内有数のJP1ユーザーであるとともに、

グループ企業として日立との密接な連携が図

れるDENSAでは、常にJP1開発チームへの

情報フィードバックや機能提案を行いながら、

お客さまに対するサービス品質向上と、次な

るソリューション開発に向けた活動に力を注

いでいます。

JP1という強力なツールと、DENSAの持つ

運用・保守の高度なノウハウ、実行力が高い

次元で融合したITマネジメントサービス。そ

の信頼と安心を、お客さまのビジネスの継続

的な発展へとつなげるため、これからもJP1

はさらなる進化を続けていきます。
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日立電子サービス株式会社

お問い合わせ先

（株）日立製作所ソフトウェア事業部販売企画センタ
TEL..03-5471-2592  

■情報提供サービス
http://www.hitachi.co.jp/jp1/

マネジメントサービス事業部
システムマネジメントサービス部
担当部長

中間光久氏

ソリューションサービスオペレーションセンタ
センタ長

青井研一氏

マネジメントサービス事業部
システムマネジメントサービス部
マネジメントサービス開発グループ主任技師

志田勝義氏

ソリューションサービスオペレーションセンタ
技師

小山聡氏

【本 社】
【代表取締役】
【資 本 金 】
【従業員数】
【 URL 】
【事業概要】

横浜市戸塚区品濃町504-2
社長執行役員：百瀬次生
50億円
5,444名（2006年4月1日現在）
www.hitachi-densa.co.jp/
ITシステムのライフサイクル全体をカバーする統
合サポートサービスで、24時間365日、お客さま
に最適なソリューションを提供。運用面のサービ
スとして、顧客システムのセキュリティレベルの
維持に貢献するセキュリティマネジメントサービス、
顧客システムの運用品質の向上やTCO低減を
実現するITマネジメントサービスなど、システム
の安定稼働に貢献する多様なマネジメント
ソリューションを展開中。

図　監視システム構成（ノード、プロセス、リソース監視例）

■USER PROFILE

JP1/Cm2/ESA

①リソース監視 

お客さまネットワーク範囲 監視サービスに使用するJP1製品 

①プロセス監視 

①ノード監視 

JP1/NETM 
 -RC Agent

JP1/IM-View

JP1/IM-CC

JP1/Base

JP1/ Cm2/ESA

JP1/PFM/SSO 
 _ Agent Process

JP1/NETM 
 -RC Agent

JP1/Cm2/NNM

JP1/PFM/SSO

JP1/NETM 
 -RC Agent

JP1/IM -View

JP1/NETM/RC  
Manager

CPU 
閾値超過 

パトランプ鳴動 
大型モニタ表示 
音声通報 

障害検知 

監視対象サーバ 監視サーバ 

運用PC

プロトコル変換機 

ネットワーク管理マップ画面 

お客さま/SE/保守員 

監視対象サーバ 

障害内容の確認／切り分けに使用 
・イベント詳細情報確認 
・ネットワークMAP確認、MIB値取得など 
・障害機器状態確認／復旧作業 プロセス 

ダウン 

ノード停止 

①監視サーバのJP1/Cm2/NNM、JP1/PFM/SSOを使用し、監視対象サーバ、ネットワーク機器のノード、リソース、プロセスの状態を定期的に監視。 
②監視結果に異常がある場合、監視サーバにSNMPトラップにより通知される。監視サーバに通知されたイベントはJP1イベントに変換される。 
③JP1/IMの自動アクション機能により、通報コマンドが発行され監視員が障害を検知し、コンソールを用いて障害内容の確認／切り分けを実施。 

エスカレーション先 

日立統合管制センタ お客さまシステム 

専用線 
広域イーサーネットなど 
お客さま個別回線 

③通報コマンド発行 
（自動アクション） 

各種エスカレーション 

①ポーリングﾞ 
　監視 

②監視結果 
（SNMPトラップ） 

JP1/IM - CC：JP1/Integrated Manager - Central Console
JP1/IM - View：JP1/Integrated Manager - View
JP1/Cm2/NNM：JP1/Cm2/Network Node Manager
JP1/Cm2/ESA：JP1/Cm2/Extensible SNMP Agent
JP1/PFM/SSO：JP1/Performance Management/SNMP System Observer
JP1/PFM/SSO - Agent Process：JP1/Performance Management/
SNMP System Observer - Agent for Process
JP1/NETM/RC Manager：JP1/NETM/Remote Control Manager
JP1/NETM/RC Agent：JP1/NETM/Remote Control Agent

顧客要件に合わせた柔軟な
監視システムを構築できるJP1
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